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教育活動に関するアンケート 集計結果 

 

 

１ 以下の設問はお子さんと話し合って回答 

 
 設 問 

 

１ 
学校生活を通して成長していると感じている 

 

 

２ 
学校へ行くのを楽しみにしている 

 

 

３ 

 

授業が楽しい、又は分かりやすいと言っている。 

 

 

４ 
「就職」という目標に向かって頑張っている。 

 

 

５ 

 

学校は情報教育に力を入れている。 

 

 

６  
 部活動に充実して取り組めている。 

 

 

２ 以下の設問は保護者の方が回答 

 
  

１ 
桃花校舎は、生徒を理解しようと努めている 

 

２ 
桃花校舎は、進路（就労）向けて適切な指導ができている 

 

３ 
桃花校舎は、保護者の相談に対して適切に対応している 

 

４ 

桃花校舎は、指導計画、懇談会、配布物、ホームページなどを通して保護者と学

校生活に関する情報を共有している 

 

５ 
桃花校舎は、避難訓練などの安全教育の積極的に取り組んでいる 

 

 

在籍者数 回答者数 

78 61 78％ 
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入学当初は学校に慣れず不安そうでしたが、先生方が子どもに合わせて指導してくださるので、学校が安
心できる場所になり、教科の学習もコースも「もっとできるようになりたい」と頑張ることができていま
す。最近は働くことへの意識が高まり、就きたい職業を言うようになりました。学校で働くための力を身
につけ、将来、希望の職業に就いてして欲しいです。
先日、学校から頂いたチラシの「アビリンピック」と「技能五輪大会」の見学をしました。どちらも製造
業、サービス業の企業が参加しており、仕事の競技を見たり、企業で働いている方々のお話を聞いたりし
て、とても勉強になったようで、また話を聞きたいと言っています。学校でも企業の方の話を聞く機会な
どを作っていただけたらありがたいです。

　今年度は「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせて80％未満となった設問には「学校へ行くのを楽しみ
にしている」、「授業が楽しい、または分かりやすい」（共にお子さんと話し合って回答）、「生徒を理解し
ようと努めている」(保護者の方による回答)が挙がった。職業自立の推進にあたっては、規律を重んじつつも
生徒が安心して活動できる環境の確保が肝要であり、校内においては援助希求を表出しやすい雰囲気の醸成に
一層努めていきたいと考える。また、主体的で対話的な学びの推進とともに、生徒が学びの目的を理解できる
丁寧な働き掛けに留意し、学習活動への達成感や成就感を味わえる活動場面を増やしていきたい。
　設問５「情報教育に力を入れている」（お子さんと話し合って回答）に関しては、「あてはまる」「ややあ
てはまる」の割合が唯一60％となり、「Ｅ：わからない」の割合は25％を示した。情報教育に関するこれまで
の校内の取組を今一度整理し、取組内容の発信を進めていきたい。
　自由記述では「進路情報の提供」に関して複数の意見をいただいた。説明会を含めて提供内容や方法を今後
検討する。

　設問１「学校生活を通して成長している」、設問４「就職という目標に向かって頑張っている」（共にお子
さんと話し合って回答）では、昨年度同様に「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせた割合が90％を超え
た。また、両設問では「Ｄ：思わない」への回答はなく、多くの生徒が職業自立に向けた自身の努力と成長を
感じていることを確認した。
　また、設問４「学習や進路に関する情報共有」、設問５「安全教育への取組」（共に保護者の方による回
答）に関しては、「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせた割合が80％後半を示しており、昨年度とほぼ
同様の高い評価をいただいた。これらの結果や記述内容の肯定的な意見に関しては、引き続き伸長を図るよう
にする。

◎御意見や御感想、Ｃ・Ｄをつけた理由について

〇継続していきたいこと

●改善を要すること

◎全体の評価と次年度に向けて

生徒を理解しようとしているのは分かります。
一方で、指示通りに行動する事を重要視しているようなので、自分で考える事をやめてしまう傾向が強く
なりました。社会で働く為に多少は必要ですが、自分で考えられない人間では困るので難しいところだと
思っています。

設問2学校へ行くのを楽しみにしている？
していません。指導が厳しい、そこまで強いるのかと思います。服装検査そんなに必要でしょうか？同じ
案件を何度も悪い事例に出す。大人が言うことは絶対というねじ伏せな感じがします。

3年間、丁寧で心のこもったご指導ありがとうございました。お陰様で、親子共に前向きに色々なことに
取り組むことができ、何よりも楽しい学校生活での思い出ができました。

担任の先生とは連絡帳を通じて子どもの様子を共有できており、子どものことをよく理解し根気よく対応
してくださっているので、とても感謝しております。

求人情報を出来るだけ多く教えて欲しいと思います。

先輩方の就職先などの情報が分かりづらい。就職先の情報ももっと知りたい。他の学校は掲示板などに
貼ってあり、生徒の目標がたてやすいです。

子どもと合わない教員がいる為、学校に行くのを嫌がる時があるから。パワハラまがいな発言、容姿を批
判する発言など。

担任の先生としか親として関わっていないので、他学級、他学年など直接関わりのない先生は子どもから
の報告での印象だけになります。どの先生も子どものために尽力してくださっていると願ってます。


